
東大阪斎場施設計画における雨水抑制施設の検討 

 
1.概要 

東大阪市全域は特定河川浸水被害対策法における特定都市河川流域(ここでは寝屋川流
域)に指定されていることから、1,000 平方メートル以上の雨水浸透阻害行為（新斎場の整
備）を行おうとする場合には、雨水浸透阻害行為後の雨水流出量の最大値が、行為前の雨水
流出量の最大値を超えないよう雨水の流出を抑制するための対策を実施する必要がある。 
従って、本項では、東大阪斎場施設整備に伴う雨水抑制施設の目安について検討を行い、結
果、750 ㎥程度の雨水貯留施設が必要となった。なお、本検討は目安であることに留意する
必要がある。 
 
2.雨水抑制施設の規模の算定 

1）条件 

 ・開発前の土地利用：法律が施行された平成１８年以降の平成１９年とした。 
          （河川課との事前相談（R7.10.27）において確認済み） 
 ・開発後の土地利用：本業務における想定計画とした。 
 ・雨水抑制施設の検討手法 
   東大阪市 HP「雨水浸透阻害行為の許可に関する届出」 
   において提示されている以下の２ファイルを用い実施した。 

「（東大阪市版）行為前後平均流出係数の計算シート」 
「調整池容量計算システム」 

 
2）検討経緯と結果 

 ①行為前後平均流出係数の算出 

 HP の手順に則り、(東大阪市版)行為前後平均流出係数の計算シートを作成した。次
ページ以降にシートと土地利用を設定した現況平面図、計画平面図を示す。 
 なお、現況（開発前）の土地利用は、施設平面図をベースに平成 19 年度当りの航空
写真を用い設定した。計画平面図は本検討での想定計画である。 
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１． 「雨水浸透阻害行為の判定」シートの

２．

３．

４．

５．

６．

 

東大阪市への申請図書の添付書類では、本シートで流出係数の算定を行い、別
途計算シート（参考ファイル名：system_ver2.xlsm)の「流出係数算出」のシー
トの算定結果は使用しないでください。

「雨水浸透阻害行為の判定」シートの入力にあたっては、行為前の土地利用区
分の面積ごとに、同じ行の右　　　　　欄に行為後の土地利用面積を入力して
ください。

行為前後の平均流出係数計算シート

利用方法

「雨水浸透阻害行為の判定」シート中、土地利用区分の「道路（法面を有する
ものに限る。）」「鉄道線路（法面を有するものに限る。）」、「飛行場（法
面を有するものに限る。）」については、個別に算定した流出係数(注)を入力
してください。
(注)：のり面を有する土地の場合、のり面の形態（コンクリートでおおわれている場合
は1.0、人工植生に覆われたものは0.4等）による流出係数を加重平均したものセルに入
力

「行為前平均流出係数」シートで求めた行為前平均流出係数の値(同シート、
F62セル)を、別途計算シート(参考ファイル名：system_ver2.xlsm)の「01流出
計算(Q-Tグラフ)」のD16セルに入力し、貯留量の計算を行ってください。

「行為後平均流出係数」シートで求めた行為後平均流出係数の値(同シート、
F26セル)を、別途計算シート(参考ファイル名：system_ver2.xlsm)の「01流出
計算(Q-Tグラフ)」のD17セルに入力し、貯留量の計算を行ってください。

　　　の着色セルに、行為前の面積等を
　　　　　の着色セルに行為後の面積等を入力してください。



 STEP１，２    行為前後の土地利用計画等に基づき雨水浸透阻害行為にかかる面積等を整理する。

表ー０　行為前後の土地利用集計表

宅地 池沼 水路 ため池 道路
（法面
を有し
ないも
のに限
る。）

道路
（法面
を有す
るもの
に限

る。）

鉄道線
路（法
面を有
しない
ものに
限

る。）

鉄道線
路（法
面を有
するも
のに限
る。）

飛行場
（法面
を有し
ないも
のに限
る。）

飛行場
（法面
を有す
るもの
に限

る。） 小計

コンク
リート
等の不
浸透性
の材料
により
覆われ
た土地
（法面
を除

く。）

コンク
リート
等の不
浸透性
の材料
により
覆われ
た法面

小計

ゴルフ
場（雨
水を排
除する
ための
排水施
設を伴
うもの
に限

る。）

運動場そ
の他これ
に類する
施設(雨
水を排除
するため
の排水施
設を伴う
ものに限
る。)

ロー
ラーそ
の他こ
れに類
する建
設機械
を用い
て締め
固めら
れた土
地

小計

山地 人工的
に造成
された
植生に
覆われ
た法面

林地、耕
地、原野
その他ﾛｰ
ﾗｰその他
これに類
する建設
機械を用
いて締め
固められ
ていない
土地

小計

0.90 1.00 1.00 1.00 0.90 加重平均 0.90 加重平均 0.90 加重平均 0.95 1.00 0.50 0.80 0.50 0.30 0.40 0.20

宅地 0.90 6,460 1,320 2,041 3,361 533 533 0 2,565 2,565 6,459

池沼 1.00 0 0 0 0 0

水路 1.00 0 0 0 0 0

ため池 1.00 0 0 0 0 0

道路（法面を有しないものに限る。） 0.90 6,560 670 2,799 3,469 611 611 0 2,483 2,483 6,563

道路（法面を有するものに限る。） 加重平均 0 0 0 0 0

鉄道線路（法面を有しないものに限る。） 0.90 0 0 0 0 0

鉄道線路（法面を有するものに限る。） 加重平均 0 0 0 0 0

飛行場（法面を有しないものに限る。） 0.90 0 0 0 0 0

飛行場（法面を有するものに限る。） 加重平均 0 0 0 0 0

小計 13,020 1,990 0 0 0 4,840 0 0 0 0 0 6,830 1,144 0 1,144 0 0 0 0 0 0 5,048 5,048 13,022

コンクリート等の不浸透性の材料により覆
われた土地（法面を除く。）

0.95 990 384 212 596 14 14 0 385 385 995

コンクリート等の不浸透性の材料により覆
われた法面

1.00 0 0 0 0 0

小計 990 384 0 0 0 212 0 0 0 0 0 596 14 0 14 0 0 0 0 0 0 385 385 995

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る。）

0.50 0 0 0 0 0

運動場その他これに類する施設（雨水を排除
するための排水施設を伴うものに限る。）

0.80 0 0 0 0 0

ローラーその他これに類する建設機械を用
いて締め固められた土地

0.50 0 0 0 0 0

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山地 0.30 0 0 0 0 0

人工的に造成された植生に覆われた法面 0.40 0 0 0 0 0

林地、耕地、原野その他ローラーその他これに類す
る建設機械を用いて締め固められていない土地

0.20 8,360 876 1,989 2,865 633 633 0 4,855 4,855 8,353

小計 8,360 876 0 0 0 1,989 0 0 0 0 0 2,865 633 0 633 0 0 0 0 0 0 4,855 4,855 8,353

22,370 3,250 0 0 0 7,041 0 0 0 0 0 10,291 1,791 0 1,791 0 0 0 0 0 0 10,288 10,288 22,370

…雨水浸透阻害行為面積 ＝ 3,498 ㎡→ （雨水浸透阻害行為許可必要）

合計

行為後土地利用　面積（㎡）②

面積
（ｍ2）

①

行為前
土地
利用 「宅地等」に該当する土地 舗装させた土地

加重平均：のり面を有する土地の場合、のり面の形態（コンクリートでおおわれている場合は1.0、人
工植生に覆われたものは0.4等）による流出係数を加重平均したものセルに入力する。

舗装され
た土地

その他土
地からの
流出雨水
量を増加
させるお
それのあ
る行為に
係る土地

上記に揚
げる土地
以外の土
地

合計

土地利用区分 流出係数

「宅地
等」に該
当する土
地

その他土地からの流出雨水量を増加
させるおそれのある行為に係る土地

左記以外の土地



雨水浸透阻害行為の面積を入力し、流出係数から行為前ピーク流出量を算定する。
　（行為前ピーク流出量）
表－１

面積(㎡) 流出係数
Aa f

1 0 0.50 0

2 0 0.80 0

3 0 0.50 0

4 0 0.30 0

5 0 0.40 0

6 3,498 0.20 700

3,498 700

平均流出係数 0.200
Q1＝ 1/360*0.20*60*3498 / 10,000
Q1＝  /s

雨水浸透阻害行為面積の許容放流比流量から行為前許容放流量を算定する。
開発面積 1ha以上

表－２
面積(㎡)

ΣAa
開発面積 1ha以上

0.04
Q2 ＝ 0.04*3498 / 10,000
Q2 ＝  /s

雨水浸透阻害行為"以外"の面積の許容放流量から行為前許容放流量を算定する。
表－３

面積(㎡)
Ab

1 6,459

2 0

3 0

4 0

5 6,563 開発面積 1ha以上

6 0 0.04

7 0

8 0

9 0

10 0

11 995

12 0

13 0

14 0

15 0

16 0

17 0

18 4,855

18,872

Q3 ＝ 0.0383*18872 / 10,000
Q3 ＝  /s

 STEP６ 
        

　行為前ピーク流出量 Q = min ( Q1,Q2 ) + Q3   = 0.08394  /s
　行為前平均流出係数 ｆ ＝ 0.225 ※1

行為後平均流出係数との整合を図る観点か
ら、左記の土地利用については、行為前の
放流比流量と開発面積に応じた許容放流比
流量のいずれか小さい方を採用する。

合　計

0.07228

※1の行為前平均流出係数を、別途計算シート(標準ファイル名：system_ver2.xlsm)
の「01流出計算(Q-Tグラフ)のD16セルに入力し、貯留量の計算を行う。

飛行場（法面を有するものに限る。）

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施設を伴うものに限る。）

運動場その他これに類する施設（雨水を排除するための排水施設を伴うもの
に限る。）

ローラーその他これに類する建設機械を用いて締め固められた土地

山地

林地、耕地、原野その他ローラーその他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

人工的に造成された植生に覆われた法面

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた法面

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地（法面を除く。）

許容放流比流量
q( /s/ha)

ため池

道路（法面を有しないものに限る。）

道路（法面を有するものに限る。）

飛行場（法面を有しないものに限る。）

許容放流比流量

0.01399

 STEP５

雨水浸透阻害行為”以外”の面積

宅地

雨水浸透阻害行為部については、Q1とQ2のうち小さい値を行為前の許容放流量とし、
Q3との合計を行為前ピーク流出量として、行為前流出係数を求める。

池沼

水路

鉄道線路（法面を有しないものに限る。）

鉄道線路（法面を有するものに限る。）

流出係数×面積
（f×Aa)行為前土地利用

0.01166

 STEP３

 STEP４

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施設を伴うものに限る。）

運動場その他これに類する施設（雨水を排除するための排水施設を伴うもの
に限る。）

ローラーその他これに類する建設機械を用いて締め固められた土地

許容放流比流量(表-1の行為1～6の面積の合計) 3,498

山地

人工的に造成された植生に覆われた法面
林地、耕地、原野その他ローラーその他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

合　計

雨水浸透阻害行為面積 許容放流比流量
q( /s/ha)



計画の土地利用より、行為後の平均流出係数を算出する。

表－４
面積(㎡) 流出係数

Ac f

1 3,250 0.90 2,925

2 0 1.00 0

3 0 1.00 0

4 0 1.00 0

5 7,041 0.90 6,337

6 0 加重平均 0

7 0 0.90 0

8 0 加重平均 0

9 0 0.90 0

10 0 加重平均 0

11 1,791 0.95 1,701

12 0 1.00 0

13 0 0.50 0

14 0 0.80 0

15 0 0.50 0

16 0 0.30 0

17 0 0.40 0

18 10,288 0.20 2,058

22,370 13,021

　行為後平均流出係数　　ｆ ＝ 0.582 ※2

 STEP７

行為後土地利用

宅地

池沼

水路

ため池

道路（法面を有しないものに限る。）

人工的に造成された植生に覆われた法面

道路（法面を有するものに限る。）

鉄道線路（法面を有しないものに限る。）

鉄道線路（法面を有するものに限る。）

飛行場（法面を有しないものに限る。）

飛行場（法面を有するものに限る。）

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた
土地（法面を除く。）

林地、耕地、原野その他ﾛｰﾗｰその他これに類する
建設機械を用いて締め固められていない土地

合　計

流出係数×面積
（f×Ac)

※2の行為後平均流出係数を、別途計算シート(標準ファイル名：
system_ver2.xlsm)の「01流出計算(Q-Tグラフ)のD17セルに入力し、貯留量の計

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた
法面

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施設を伴う
ものに限る。）

運動場その他これに類する施設(雨水を排除するた
めの排水施設を伴うものに限る。)

ローラーその他これに類する建設機械を用いて締
め固められた土地

山地



100 20 50M 100M

N

宅地（建物）

道路（法面を有しないものに限る。）

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地

緑地（区分は下記）

6,460m2

6,560m2

  990m2

8,360m2

事業面積 22,370m2

凡例 面積土地利用区分

緑地の区分：林地、耕地、原野その他ローラーその他
　　　　　　これに類する建設機械を用いて締め固められていない土地 

土地利用区分図（現況）



100 20 50M 100M

N

宅地（建物）→宅地（建物）

道路（法面を有しないものに限る。）→宅地（建物）

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地→宅地（建物）

緑地→宅地（建物）

1,320m2

　670m2

　384m2

　876m2

事業面積  3,250m2

凡例 面積土地利用区分

宅地（建物）→道路（法面無し）

道路（法面を有しないものに限る。）→道路（法面無し）

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地→道路（法面無し）

緑地

2,041m2

2,799m2

　212m2

1,989m2

事業面積  7,041m2

凡例 面積土地利用区分

→道路（法面無し）

宅地（建物）→コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地

道路（法面無し）→コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地→変更なし

緑地

　533m2

  611m2

　 14m2

　633m2

事業面積  1,791m2

凡例 面積土地利用区分

→コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地

宅地（建物）→緑地

道路（法面無し）→緑地

コンクリート等の不浸透性の材料により覆われた土地

緑地→変更なし

2,565m2

2,483m2

  385m2

4,855m2

事業面積 10,288m2

凡例 面積土地利用区分

→緑地

緑地の区分：林地、耕地、原野その他ローラーその他
　　　　　　これに類する建設機械を用いて締め固められていない土地 

土地利用区分図（計画）



 
 ②雨水抑制施設の規模の算定 

 前項で設定した行為前後平均流出係数を用い「調整池容量計算システム」により雨水
抑制施設の規模の算定を行った。次ページ以降に検討経緯と結果を示す。結果、750 ㎥
程度の雨水抑制（貯留）施設が必要となった。 

 
 
  



１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  東大阪市布市町３丁目３番１号

行為面積 2.2370 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積
（ha）

行為後面積
（ha）

宅地 0.90 0.6460 0.3250

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90 0.6560 0.7041

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

太陽光パネル 0.90 0.00

不浸透性材料により舗装された土地
（法面を除く）

0.95 0.0990 0.1791

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を排
除するための排水施設を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を用
いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他こ
れに類する建設機械を用いて締め固められ
ていない土地

0.20 0.8360 1.0288

2.2370 2.2370

0.641 0.582

そ
　
　
の
　
　
他

面積計

平均流出係数

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関
　
連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地



２．使用降雨強度及びピーク流量

ピーク流入量（行為前） m3／s
ピーク流入量（行為後） m3／s

降雨強度の推移表　　年　　月　　日

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

0 0－10 9.000 6 0－10 7.200 12 0－10 0.000 18 0－10 0.000

10－20 1.800 10－20 14.400 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 2.400 20－30 10.200 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 4.200 30－40 52.800 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 8.400 40－50 59.400 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 5.400 50－60 15.000 50－60 0.000 50－60 0.000

1 0－10 2.400 7 0－10 0.600 13 0－10 0.000 19 0－10 0.000

10－20 5.400 10－20 0.600 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 18.000 20－30 0.000 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 7.800 30－40 0.000 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 20.400 40－50 0.000 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 41.400 50－60 0.000 50－60 0.000 50－60 0.000

2 0－10 14.400 8 0－10 0.000 14 0－10 0.000 20 0－10 0.000

10－20 24.000 10－20 0.000 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 26.400 20－30 0.000 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 53.400 30－40 0.000 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 43.200 40－50 0.000 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 48.000 50－60 0.000 50－60 0.000 50－60 0.000

3 0－10 56.400 9 0－10 0.000 15 0－10 0.000 21 0－10 0.000

10－20 60.000 10－20 0.000 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 49.800 20－30 0.000 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 18.600 30－40 0.000 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 27.600 40－50 0.000 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 18.600 50－60 0.000 50－60 0.000 50－60 0.000

4 0－10 4.800 10 0－10 0.000 16 0－10 0.000 22 0－10 0.000

10－20 4.800 10－20 0.000 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 18.000 20－30 0.000 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 18.000 30－40 0.000 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 10.800 40－50 0.000 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 27.000 50－60 0.000 50－60 0.000 50－60 0.000

5 0－10 18.000 11 0－10 0.000 17 0－10 0.000 23 0－10 0.000

10－20 7.200 10－20 0.000 10－20 0.000 10－20 0.000

20－30 6.600 20－30 0.000 20－30 0.000 20－30 0.000

30－40 3.600 30－40 0.000 30－40 0.000 30－40 0.000

40－50 22.800 40－50 0.000 40－50 0.000 40－50 0.000

50－60 13.200 50－60 0.000 50－60 0.000 50－60 0.000

0.083890
0.216990



３．流出抑制施設諸元
　（※流出抑制施設の配置位置（平面図）、構造諸元のわかる図面を添付すること）

調整池諸元
放流口径（2段オリフィスの場合は、上・下段の雨諸元を記載）

下段 上段（２段オリフィスの場合）

形状 矩形
直径 －
高さ 0.185
幅 0.185

0.000

Ｈ Ｖ
0.000 0.00
0.200 150.00
0.400 300.00
0.600 450.00
0.800 600.00
1.000 750.00

放流口形状

管底位置（池底から）



３．流出抑制施設諸元

調節計算結果

最大流入量（行為後） 0.216990 m3/s

最大放流量 0.083183 m3/s ＜ 許容放流量 0.083890 m3/s
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3.雨水抑制施設の配置等の検討 

 前項で算定した雨水抑制施設の規模に見合う、雨水貯留施設の一般図と現況及び想定計
画における雨水貯留施設の配置図を作成した。 
 
 



名称

規格

製
図

設
計

検
図

承
認

日付

図番 1:200縮尺

区分

雨水貯留槽組立図
H1500 S=1:200

-

組立図

M.V.P.システム

H1500

2025/10/28

作田 作田 角井作田

平面図

T T T T T

T T T T T

T T T T T

T T T T T
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34
0
0
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00

3
40

0
30

00
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40

0

3
50

22
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3
50

23
3
00

1000
<997>

1000
<997>

17@2003=34051<17@2000=34000>

500
(350以上)

36051<35994> 500
(350以上)

37051

A

A

B B

※Tは定着用部材を示す。
※斜線部は現場打ちを示す。
※製品の延長の施工延び3mmを考慮する。
※＜＞内の数値は施工延びを考慮しない値を示す。
※本体部材は空気孔付き製品を使用する。
※長手方向の耐圧底版の張出し幅(500mm)には
　プレキャスト部材の施工延び調整代を含み、
　出来形は350mm以上を確保すること。
※点検孔に用いる鉄蓋は排気機能を有するものとすること。
※地上排出用の空気抜を設ける必要がある。
※支持地盤において必要地耐力を有しているかを調査し、
　必要な処置を施すこと。
※プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（公益
　財団法人 日本下水道新技術機構）に準拠した施設とする。
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A-A断面図
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40

インバートコンクリート
fck=24N/mm2(有筋)

耐圧底版
fck=24N/mm2(有筋)

均しコンクリート
fck=18N/mm2(無筋)

基礎砕石

(RC-40)

B-B断面図
S=1:100

H.W.L.

L.W.L.

通水孔部詳細図
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容量断面詳細図
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容量算定表
項目

本体
ふた幅 W=3000
通水孔部
合　計
※容量算定に施工延びは考慮しない。

算式
3.000m2 x 35.494m x 4列
3.000m2 x 35.494m x 3列
0.164m3 x 102ヶ所
 
 

容量(m3)
425.92
319.44
16.72

762.08 >750m3

1
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0

38051

41391

23800

27640

S=1:100
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参考土量


